
 

 

 

 

 
 高等学校特別支援チームの取組について 

教頭 佐藤 貴子 

高等学校特別支援チームは、教育、医療、福祉、労働の関係機関の委員で構成され、学校訪問による相談

支援や高等学校教員等を対象とした研修会を行っています。県南地区の事務局は横手支援学校にあります。 

訪問による相談支援の内容は、校内委員会の運営に係る助言、対象生徒の実態把握や指導・支援方針、個

別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成と活用、評価に係る助言、進路指導に関する支援で、今年度は

10校に訪問しました。また、教職員研修支援として３校を訪問し、校内研修会の支援を行っています。 

県南地区の高等学校の教職員を対象とした研修会も毎年開催していますが、今年度も県立横手高等学校を

会場に、「校内支援体制の構築と特別な支援を要する生徒の支援事例」をテーマに開催しました。話題提供

の部分については、他地区の高等学校へも周知してオンデマンド配信し、校内研修等に役立てていただきま

した。その内容について、抜粋してお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等学校特別支援チームでは、引き続き、高等学校への相談・支援を通して、校内支援体制の機能向上

を図る支援をしていきます。 

秋田県立横手支援学校 
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＜話題提供１＞ 「小規模校だからこそできる特別支援と進路指導」  

講師 湯沢翔北高等学校雄勝校 進路指導主事 佐藤 亜樹子 氏 

１ 全ての生徒に対して学校全体で取り組む支援 

◎連携の強化 

・保護者と連絡帳等を活用し、こまめに連絡し情報の共有 

・帰りのＳＨＲで連絡事項を徹底確認 

・課題提出状況を学年で把握し、放課後サポート 

◎学習サポート 

・英語・数学を中心に他教科の先生も入りＴＴを積極的に導入 

・学習サポーターによる放課後補習や長期休業中の学習会を充実 

・「一人じゃない」という安心感が学習意欲を引き出す 

◎とにかく体験させる 

・初めてのリーダー体験 ・外部の人と交流機会 ・自分で考えて動く ・できることをつくる 

２ 課題は自己理解不足と進路のミスマッチ → 目指すのは「卒業後の定着と自立」 

◎客観的な自分を知るツール WISC-IV検査、就職準備性の評価、インターンシップの評価、適職検査 

◎外部機関との連携 高等学校特別支援チーム、ハローワーク、障害者就業・生活支援センター 

◎保護者の理解の促進 現状について共有、信頼関係の構築、外部機関からの評価 

＜話題提供２＞「校内支援体制の構築に向けて～秋田南高等学校の実践」 

講師 秋田南高等学校 教諭(兼)教育専門監 菅原 吉伸 氏 

１ キーワードは「周知」と「切れ目ない支援体制」 

 ・大学の特別支援教育の取組の情報収集と周知 

・本校の特別支援教育の周知「個別相談について」の案内配布（在校生保護者、体験入学等） 

２ 本校のいろいろな取組 

・サポートルームの設置  ・個別の教育支援計画・個別の指導計画【高等学校版】の活用 

３ 今後に向けて 

生徒の相談スキルの向上（エンパワーメント）（セルフアドボカシー） 



 
本校の地域支援の取組 

日頃より本校の教育活動とセンター的機能に対して、御理解と御協力をいただきありがとう

ございます。今年度も２００件以上の教育相談や訪問要請等がありました。引き続き、各校・

園のニーズに合わせた支援を行っていきますので、ぜひご活用ください。 

 

今年度の取組から ～障害理解授業～ 

 障害理解のための授業は、小学校１２校、中学校２校、高等学校１校で、交流及び共同学習

（学校間交流、居住地校交流）の事前学習の他に、高等学校福祉科で授業を行いました。 

今年度の重点の一つに、小・中学校の先生方との連携による障害理解授業の充実がありまし

た。事前の打ち合わせや資料を基に、各校の先生方と役割分担をしながら授業を進めることが

できました。たくさんの御協力をいただき、ねらいや目的を共有した授業、交流会につながり

ました。心より感謝申し上げます。授業の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートへの御協力ありがとうございました 

今年度、本校のセンター的機能を活用された横手市立小・中学校、幼稚園・保育所・認定 

こども園等の皆様に、センター的機能に関するアンケートに御協力いただきました。 

寄せられた貴重なご意見は、今後の取組に生かし、センター的機能の充実につなげていきます。 

 

 

 

 

 

教育相談等の問い合わせ先  
秋田県立横手支援学校（小・中学部）教頭 髙橋 和恵 ℡ 0182-33-4166 

          （高 等 部）教頭 佐藤 貴子 ℡ 0182-33-4167 

派遣依頼文書の様式は横手支援学校ホームページ 

（www.yokote-s.akita-pref.ed.jp）からダウンロードできます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「『すきなこと、にがてなこと』って何だろう？」振り返り 

 

居住地校交流の事前学習（小学校） 

 
 
～振り返り・感想から～ 

・自分や友だちの苦手なこと

を受け止めて助け合うこと

が人と人とのつながりに大

切だと思いました。 

・みんな同じ気持ちなったこ

とがあるかもしれないの

で、ほっとしました。 

振り返りは学級担任の先生に担当していただきました。学校生活とのつなが

りに触れながら、道徳で学習した「多様性」や「助け合い」についても取り上

げてくださり、学びが深まりました。 

http://www.yokote-s.akita-pref.ed.jp）

